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ボーリング柱状図
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栃木県宇都宮土木事務所 2010-08-30 ～ 2010-10-28
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149.47 0.20 0.20 砂混りシ
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(M-S)

147.92 1.55 1.75
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上部腐植土混入。乱れる
粘着弱く、スコリア混じる。
0.35から0.50m今市軽石点在
1.70mより軽石多く混じる。

粒径2から5mm、スコリア混入
含水比はやや高位。
2.00m付近粒径やや小さい。

粘着やや強くスコリア混入
含水比は下位から中位。

粘着中位、非常に軟質。
3.65mより凝灰質礫混入。
含水比は中位、亀裂のない棒状コ
ア。表面ザラつき芯は硬い

棒状コア主体。
礫径2から20mmの角礫少量混じる
。
含水比は中位。
ハンマー打撃時中音。
岩質は硬い。
表面はザラつく。

含水比は中位。やや軟質。芯は硬
い。角礫混じる
亀裂の少ない棒状コア主体。
含水比は下位から中位。
礫径10から50mm混じる。
ハンマーで叩くと中音。
岩質は硬い。
深度8から9m間、コア割れにより
10から25cmの短柱状コア。
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